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回数 日付 学生指導者数 指導内容
1 10月３日 ３名 ソフトバレーのゲームとオーバーアンダーの指導
2 10月17日 ３名 初心者とパス，低学年ボール遊び，高学年４対４パスゲーム，シート練習，中学生女子３メン，小学生とゲーム，中学生ゲーム以外のメンバーに球出し
3 10月24日 ２名 初心者パス基礎指導，初心者サーブ練習，中学生女子とアップとレシーブ，中学生男女とレシーブ練習，小学生全員で直情オーバーリレー（エンドライン往復）
4 10月31日 ２名 低学年に基礎指導，ストレッチトレーニング，小学生と中学生にシートレシーブ，低学年とミニバレー，２段トス，中学生とゲーム
5 11月７日 ２名 小１年に個別基礎練習，小１年にミニバレーで２セット，小２年２名にオーバーアンダーレシーブ個別練習，小２/ ３/ ４年にレシーブ練習，中学生とゲーム
6 11月28日 ３名 低学年にボールアップ指導，低学年にサーブレシーブ，低学年とミニバレー，低学年に基礎練習，高学年に２メン，中学生とゲーム
7 １月16日 ２名 低学年とミニバレー，低学年と基礎練習，低学年とシートレシーブ，低学年とゲーム，中学生とゲーム
8 １月23日 ３名 低学年とミニバレー，高学年とゲーム，中学生とゲーム
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携わり，ゆくゆくは子どもたちのスポーツ指導に携わる
ことを希望している。そして，２名は一般企業が就職先
であるものの，当初より子どもたちへの指導に興味を示
し，先の２名とともに日本スポーツ協会公認のバレー
ボール指導員資格を取得すべく，講習会の参加と学内の
必要科目を取得している。
　こうした学生指導者に対するインタビュー結果をまと
めると，指導意欲に対しては高く子どもたちの指導はし
てみたいという欲求も高い半面，小学生や初心者への指
導に対する不安が必要に強く表れていた。何を指導した
ら良いか分からないとか，２名以上で行いたいなどは，
そうした不安や心配の表れであると推察する。しかし，
その点については前回の反省もあり，クラブには指導者
を行う担当者が３名在籍しており，学生のみが指導に当
たることはなく，その担当者が指導の中心であり，あく
まで補佐的補助的に指導に当たることにより，そうした
不安や心配に対してフォローがなされる旨説明してお
り，送り出す側としても今回は大きな問題は少ないと考
えていた。
　そのほか，教育実習で日程調整が困難であるとか，指
導する小学校の体育館までの移動や交通機関が困難であ
ることについては，実は大きな問題であり，懸念してい
ることであった。指導依頼した学生のうち３名は本学周
辺に居住し，もう１名は指導する小学校の体育館と本学
とは反対方向に居住していた。クラブ側，筆者をはじめ
とした本学関係者が送迎しても，あるいは本人たちが公
共交通機関，まして自ら移動しても，責任の所在や費用
負担や時間がかかるなど，現実的な問題や課題としては
大きいと感じた。
２）担当者（前半）
　担当者については，３名それぞれが50歳代，40歳代，
30歳代である。50歳代と40歳代の担当者は，指導者経験
が非常に豊富であり，指導するチームが全国大会の出場
を果たしたり，高校や大学で北海道あるいは全国を代表
する選手となって活躍している選手を指導している。30
歳代の担当者は，自身の競技経験が豊富であり，全国大
会の出場を果たすなど輝かしい成績を収めている。この
３名がクラブチームの小学生カテゴリーの指導者として
主に担当している。
　担当者については，学生が指導をするにあたり，事前
に打合せを行う中で，インタビューを行い，学生の指導
への期待や指導内容について伺った。その結果，学生が
指導についてもらえることは非常にありがたく，小学生
のアンダーカテゴリーであると，技術レベルの差が激し
く，マンツーマンでも足りないくらいであり，また小学
生低学年であると興味関心を練習の時間内継続させてい
くことが難しいため，指導経験が少なくても歓迎したい
とのことであった。こうしたことが，学生の指導経験に
もつながり，子どもにとっても刺激になるとのことで
あった。
　また，指導内容については，基本的に担当者から指示
表２　学生指導者および担当者の変容について
前半インタビュー 後半インタビュー
学生指導者
【指導意欲】
・指導に対して意欲はある
・指導に対して不安である
【指導内容】
・何をしたら良いか分からない
・小学生の初心者の扱い方が分からない
【指導への期待】
・子どもたちの指導はしてみたい
・将来指導者になるために経験を積みたい
【その他】
・移動が困難
・教育実習があり，人数調整が厳しい
・２名以上で指導したい（ひとりでは難しい）
【指導意欲】
・担当者の補助というかたちであれば，責任も負担もあまり
感じず実施できた
・正直あまり意欲的ではなかったが，子どもたちの一生懸命
さや努力している様子に感銘した
【指導内容】
・担当者の指導や指示の下実施していたので，特段困ること
はなかった
・小学生や初心者の指導ということで，不安だらけであった
が，一緒にバレーボールを楽しめた
・中学生の相手をすることもあり，体力的には大変なことも
あった
【その他】
・指導者としての経験を積むことができた
・総合的には満足している
・小学生の成長を感じ取れ，貢献できたと思い，嬉しかった
・積雪時の移動が困難であった（場所が不便）
担当者
【指導への期待】
・学生が指導についてもらえることはありがたい
・学生の指導経験につながれば良い
・子どもたちにとっても刺激となる
【指導内容について】
・指導内容については，随時指示をしながら進める
【その他】
・定期的に期限を決めて来て欲しい（単発でなく）
【学生指導者の指導状況について】
・指示した以上にいろいろ考えながら実施してくれた
・期待以上に子どもたちに関わってくれた
・指導技術や内容についてはまだまだな点も多いが積極的に
関わってくれてありがたかった
【その他】
・可能であれば，定期的に指導に当たって欲しいという思い
はある
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や助言を受けながら実施して欲しい旨伝えており，担当
者からも基本的には単独で実施することはなく，毎回１
名以上は担当者が指導に来ることとなっているため，よ
り複数で指導に当たれることは大変助かるとのことで
あった。しかしながら，あまり単発で来られるとアテに
もできないことから，定期的に計画的に期限を決めて実
施したいとのことであった。したがって，９月から１月
の大会が終了するおよそ半年間と期限を決め，週１回の
頻度ではあるが学生が指導することとなった。
２．後半インタビュー調査結果について
　後半のインタビューについても先の（表２）に示す通
りである。前半との変容が明らかとなるよう併記してい
る。前半のインタビュー結果同様に，以下，学生指導者
および担当者毎に考察を加える。
１）学生指導者（後半）
　学生指導者は，約半年の間ではあるが，計８回指導に
当たることができた。予定では，できる限り毎週火曜日
ということであったが，４名のやりくりと移動手段の確
保に困難を極めたため，結局８回の実施のみとなってし
まった。この点については，課題となる点であった。し
かしながら，８回の指導を経て，大きく変容する様子が
インタビューにおいても明らかとなった。
　指導意欲については，指導の補佐や補助という立場で
あることを事前に担当者との打合せていたこともあり，
前半のインタビューでは不安や心配がかなり全面に出て
いたものの，後半のインタビューにおいては，特段意欲
が下がることもなく，指導実施については非常に積極的
な姿勢が伺えた。また，正直さほど意欲的ではなかった
が，子どもたちの一生懸命さや努力している様子に驚く
など，指導者としてのやりがいを感じさせる発言もあっ
た。指導内容についても，指導の補佐や補助という立場
であったためか，内容に関して特段困ることがなく，小
学生低学年や初心者指導に不安を持っていたものの，楽
しく実施できたとのことであった。総合的に満足感を得
ることができ，指導者としての経験を積むことができ，
小学生の成長を明らかに感じ取ることが出来るほどで
あった。
写真１　指導の様子①
写真２　指導の様子②
写真３　指導の様子③　右円の中心が担当者のひとり
写真４　小学生同士でも教え合っている様子
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　しかしながら，前半のインタビューでも懸念や課題と
して挙げられていた移動の困難性・不便性については，
やはり大きな課題として挙げられた。現実的な問題や課
題として大きいと事前に分かっていながらも，現状では
対処が非常に困難な点であると感じざるを得ない。交通
費の補助といった経済的な部分ももちろんであるが，指
導の際の自身のケガや小学生のケガに対する保険加入は
可能であるが，経済的な部分だけでは解決しない問題も
多く包含されており，こうした学生指導やボランティア
といった活動の不可避な課題であると感じる。
２）担当者（後半）
　担当者３名については，学生指導の後半練習後に，そ
れぞれインタビューを実施した。それらの結果をまとめ
ると，以下の通りである。
　学生の指導状況については，決して指示待ちではなく，
指示した以上にいろいろ考えながら実施してくれたとの
ことであった。もちろん，指示されたことを大きく逸脱
したりすることはなく，指示されたことをよく理解しな
がら，小学生に対しての指導を試行錯誤しながら慎重に
進めていたとのことであった。敢えて，細かく指示しな
い様子は，学生へ細かい指導内容を自身でよく考えさせ
るという，配慮があったものと推察する。その結果，期
待以上に子どもたちに関わってくれたとの評価もあり，
もちろん，技術的には未熟であるものの，積極的な点は
評価が高かった。そして，可能であれば，今後も定期的
に指導に当たって欲しいという思いをもって頂いた。
　残念ながら，指導実施回数が８回であったことについ
ては，学生も意欲がありながら，移動困難という現実的
な問題により，回数が制限されてしまったことは，非常
に残念であった。担当者も平日の18時からの練習であり，
さほど遠くないとはいえ，学生の送迎に当たることは難
しく，そうした負担をしてまで行うべきかどうかは，や
はり，現時点では大きな課題であると考える。
　このクラブチームでは，バレーボールのスクール事業
実施も念頭にあり，本学学生指導者の活用と連携を模索
した経緯もある。結局，現実化しなかったわけであるが，
報酬やシフトといったことよりも，やはり移動手段や責
任の所在といったことが大きかった。
Ⅳ．まとめ
　本研究では，バレーボールを通じた学生指導者の地域
貢献活動について，クラブチームにおける初心者カテゴ
リー指導活動から，学生指導者とその担当者のインタ
ビュー調査により，前後の意識変容を明らかにした。
　指導実施前および前半と後半の意識変容について，数
的な有意として示すことはできなかったが，学生の意識
変容は大きいことが明らかとなった。前回小学生の初心
者指導をした際，やはり経験豊富な指導者の指導の下，
学生指導者が補佐や補助として指導するような状況であ
ることが望ましいことが指摘された。したがって，経験
豊富の指導者が主に指導に当たりながら，活動を行って
いるこのクラブで指導実施できたことは，学生の指導経
験上非常に有意義であったと考えられる。担当者にはそ
うした意識は無いものの，子どもたちへの指導もさるこ
とながら，明らかに学生指導者への指導も同時並行に実
施して頂いている。指導者としての本能でもあるかも知
れないが，学生指導者の高かった意識も合わさって，今
回の学生指導は非常に双方にとってプラスであり，メ
リットがあった。
　スポーツ界を巡っては，指導者の暴力やセクハラやパ
ワハラといったニュースが日常茶飯事化してきている。
また，中学校や高等学校の学校運動部活動指導に当たる
先生方は疲弊している。指導者数の不足あるいは指導者
のなり手不足が叫ばれながらも，教員の指導者資格取得
の意識は低いという調査結果も出ている。一方で少年団
活動のように底辺を築く活動に対しては，重要性が高い
と思われるものの，少年団自体の運営がままならなかっ
たり，地域や学校との連携はなかなか進んでいない。本
研究の対象としたクラブチームは，一少年団活動からこ
うした状況に鑑み，バレーボールだけでなくスポーツを
通じて老若男女障がいの有無に関わらず，笑顔にしてい
こうと創設された総合型地域スポーツクラブである。本
学も指導者養成については，貢献していかなければなら
ないところであり，保健体育教員が指導者資格を取得す
るだけでなく，一般社会人であっても指導に関わる可能
性や希望があれば，資格取得すべきである。また，そう
した有資格者が指導に当たれる環境も用意しなければ，
この指導者不足は解消されず，まして少子化の現代にお
いて，各スポーツの底辺や裾野を拡げていくことは非常
に困難である。こうした取組の一つひとつが，相乗作用
を生み出し，日本の青少年スポーツ基盤を明るく豊かに
していくための一翼となればと考える。
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